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【
う
ら
へ
続
く
】

　

韓
国
ソ
ウ
ル
の
雑
踏
事

故
。「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の

夜
、
人
気
の
観
光
地
・

梨イ
テ
ウ
ォ
ン

泰
院
で
日
本
人
女
性
２

人
を
含
む
１
５
６
人
が
亡

く
な
っ
た
」「
犠
牲
者
の
多

く
は
20
代
の
若
者
と
の
こ

と
。
痛
ま
し
い
」「
10
万
人

も
集
ま
っ
た
の
に
警
備
が

手
薄
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

11
月
も
食
品
値
上
ラ
ッ

シ
ュ
。「
主
要
食
品
会
社

１
０
５
社
で
８
３
０
品
目

超
が
値
上
げ
さ
れ
る
」「
牛

乳
や
乳
製
品
、調
味
料
、冷

凍
食
品
、
飲
料
・
菓
子
な

　

外
国
為
替
市
場
で
円
安

が
加
速
し
、
物
価
を
い
っ

そ
う
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

１
月
に
は
１
ド
ル
＝
１
１

５
円
程
度
だ
っ
た
円
相
場

は
１
５
０
円
台
に
迫
り
、

32
年
ぶ
り
の
安
値
で
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
輸
入
物
価

が
年
初
か
ら
３
割
上
が
る

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」

で
す
。
株
価
は
つ
り
上
が

り
、
大
企
業
、
大
資
産
家

だ
け
が
株
高
で
大
も
う
け
。

異
常
円
安
の
進
行

解
決
策
は

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ

福島第１原発

最大 4500 人
研究者雇い止めストップを
　研究者・労働組合が国会内集会

　

最
大
４
５
０
０
人
も
の

大
学
・
研
究
開
発
法
人
で

の
大
量
雇
い
止
め
を
ス

ト
ッ
プ
し
よ
う
と
10
月
28

日
、
研
究
者
や
労
働
組
合

関
係
者
が
参
院
議
員
会
館

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ

集
会
を
開
き
ま
し
た
。

大
軍
拡
で
な
く 

９
条
を
持
つ
国
の
平
和
外
交
を

　

理
化
学
研
究
所
の
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
の
男
性
は
、

「
10
年
以
上
の
研
究
で
医

療
に
生
か
せ
る
段
階
に
き

た
の
に
、
雇
い
止
め
を
通

告
さ
れ
た
」
と
告
発
。
理

研
で
は
、
判
明
分
で
４
０

０
人
が
雇
い
止
め
と
な
り
、

研
究
チ
ー
ム
ご
と
つ
ぶ
さ

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

東
北
大
、
徳
島
大
そ
れ
ぞ

れ
の
運
動
の
状
況
も
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所

労
働
組
合
の
川
中
副
委
員

長
は
、「
若
手
研
究
員
は

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
（
無
期
雇

用
）型
採
用
に
な
っ
た
。研

究
系
職
員
の
雇
い
止
め
も

止
め
た
い
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

　

秋
山
全
労
連
副
議
長
は
、

「
雇
用
が
不
安
定
で
は
、大

学
・
研
究
機
関
の
国
際
的

評
価
も
下
が
る
一
方
だ
。

政
治
に
解
決
を
求
め
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

一
方
、
実
質
賃
金
は
１
９

９
７
年
を
ピ
ー
ク
に
低
下
。

２
０
２
２
年
の
賃
上
げ
は

大
企
業
で
も
２
％
程
度
で
、

物
価
高
に
追
い
つ
い
て
い

が
上
が
ら
ず
、
物
価
だ
け

が
急
騰
す
る
最
悪
の
イ
ン

フ
レ
で
す
。

　

こ
の
期
に
及
ん
で
も
政

府
・
日
銀
は
異
次
元
緩
和

の
継
続
を
表
明
。
岸
田
首

相
は
最
も
有
効
な
消
費
税

減
税
を
拒
否
。
岸
田
政
権

も
日
銀
も
円
安
に
打
つ
手

が
な
く
、
金
融
政
策
は
完

全
に
手
詰
ま
り
で
す
。

　

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃

上
げ
の
実
現
は
急
を
要
し

ま
す
。
大
企
業
の
内
部
留

保
は
22
年
３
月
末
で
４
８

４
兆
円
と
過
去
最
高
で
、

大
幅
賃
上
げ
の
体
力
は
十

分
で
す
。
消
費
税
減
税
と

と
も
に
大
企
業
の
内
部
留

保
を
賃
上
げ
に
活
用
す
る

構
造
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ

政
治
の
責
任
で
す
。

ど
が
主
な
対
象
だ
」「
購
入

頻
度
が
高
い
パ
ッ
ク
牛
乳

ま
せ
ん
。
日
本
経
済
の
成

長
も
止
ま
っ
た
ま
ま
で
す
。

今
起
き
て
い
る
の
は
賃
金
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

軍
事
費  

５
年
総
額
43
兆
円

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
基
準
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に

　
　
　

暮
ら
し
圧
迫
は
必
至

　

岸
田
首
相
は
台
湾
有
事

へ
の
参
戦
を
要
求
し
て
い

る
米
国
に
、軍
事
費
の「
相

当
な
増
額
」
を
誓
約
。
違

憲
の「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

導
入
を
軸
と
し
た
大
軍
拡

を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
安
倍
政
権
以
来
、

毎
年
軍
事
費
は
拡
大
。

１
９
２
２
年
度
当
初
予
算

は
約
５
・
４
兆
円
で
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
約
１
・
09
％
で
し
た
。

こ
の
う
え
一
挙
に
軍
事
費

を
増
や
し
た
い
政
府
・
自

民
党
が
、
採
用
し
よ
う
と

い
う
の
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％

の
国
防
支
出
を
目
標
に
掲

げ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
基
準
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
軍
事
費

は
毎
年
度
１
兆
円
程
度
を

積
み
増
し
。
５
年
後
に
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
で
２
％
、
27
年
度

に
は
約
10
・
８
兆
円
ま
で

膨
れ
上
が
り
ま
す
（
図
）。

５
年
間
の
総
額
は
43
・

１
兆
円
で
す
。
社
会
保
障

費
な
ど
へ
の
深
刻
な
影
響

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

免
疫
細
胞
老
化
の
仕
組
み
解
明

　
　

化
合
物
投
与
で
機
能
回
復

　

京
都
大
学
が
ん
免
疫

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
若
い

マ
ウ
ス
と
、
免
疫
力
の

な
ど
の
値
上
げ
は
家
計
へ

の
影
響
大
だ
」「
政
府
は
ガ

ソ
リ
ン
補
助
金
な
ど
の
一

時
し
の
ぎ
で
は
な
く
、
消

費
税
減
税
な
ど
根
本
的
対

策
を
と
る
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

旧
統
一
協
会
問
題
。「
山

際
経
済
再
生
担
当
相
が
辞

任
し
た
」「
国
民
の
批
判
と

野
党
の
追
及
に
追
い
込
ま

れ
た
結
果
だ
が
遅
す
ぎ

る
」「
辞
任
し
た
４
日
後
に

自
民
党
の
コ
ロ
ナ
対
策
本

部
長
に
就
任
し
た
と
い
う
。

あ
り
得
な
い
」「
山
際
氏
の

辞
任
後
も
宗
教
所
轄
の
宮

内
秀
樹
委
員
長
や
岸
田
首

相
側
近
の
木
原
誠
二
内
閣

官
房
副
長
官
の
癒
着
が
相

次
い
で
発
覚
し
た
」「
岸
田

首
相
は
個
々
の
議
員
ま
か

せ
に
せ
ず
、
政
府
・
自
民

党
と
し
て
責
任
を
も
っ
て

調
査
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
連
日
ミ
サ
イ

ル
を
発
射
。「
２
日
は
弾
道

ミ
サ
イ
ル
含
む
23
発
を
発

射
。
異
例
な
ペ
ー
ス
で
の

ミ
サ
イ
ル
発
射
だ
」「
３
日

も
午
前
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
級
を
含

む
３
発
。
夜
も
４
発
の
短

距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
さ
せ
た
」「
米
韓
合
同
軍

事
演
習
が
続
く
な
か
の
ミ

サ
イ
ル
発
射
だ
」「
ど
ん
な

理
由
に
せ
よ
軍
事
で
の
威

嚇
は
許
さ
れ
な
い
」「
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
が
長
時
間
継
続
し

交
通
機
関
に
影
響
が
あ
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

横田基地にオスプレイはいらない
11・13 東京大集会

             11 月 13 日（日） 13：45 ～
　　　福生市   多摩川中央公園

JR 青梅線「牛浜駅」より徒歩 15 分

プログラム  ●国会報告　●メインスピーチ

 　　　　　●アピール行進を予定

主催：オスプレイ反対東京連絡会

軍事費の推移と増税計画

『
統
一
協
会
＝
勝
共
連

合
と
は
何
か
』（
新
装
版
）

　
　

日
隈
威
徳
著

　
　
　

新
日
本
出
版
社

　
　

２
０
２
２
年
10
月

　
　

１
８
０
０
円
＋
税

　

日
本
共
産
党
宗
教
委
員

会
責
任
者
だ
っ
た
日
隈
威

徳
氏
（2019

年
逝
去
）

が
、1984

年
に
書
い
た

本
で
あ
る
。今
回
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
元
赤
旗
記
者

の
柿
田
睦
夫
氏
の
書
き
下

ろ
し
解
説
を
収
録
し
再
刊

し
た
。

　

日
隈
氏
は
、
統
一
協
会

の
本
質
を
①
極
端
な
韓
国

中
心
主
義
、
②
反
民
主
主

義
の
集
団
、
③
き
わ
め
て

反
人
間
的
な
集
団
、
④
反

社
会
的
な
集
団
、
と
特
徴

付
け
、
彼
ら
と
の
闘
い
は

民
主
主
義
と
平
和
を
守
り

発
展
さ
せ
る
闘
い
で
あ
る
、

と
結
ん
で
い
る
。
現
状
理

解
に
役
立
つ
。　
（
Ｎ
）

で
は
そ
の
兆
候
は
確
認
さ

れ
な
い
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。
オ
リ
ッ
ク

ス
が
ヤ
ク
ル
ト
を
制
し
日

本
一
（
10
月
30
日
）。「
26

年
ぶ
り
５
度
目
、
昨
年
の

リ
ベ
ン
ジ
達
成
だ
」「
劣
勢

か
ら
の
４
連
勝
は
す
ご
い
。

僅
差
の
試
合
が
多
く
最
後

ま
で
楽
し
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
柿
が
色
づ
い
て
い
る
」

「
朝
晩
の
風
が
冷
た
い
」

濃
度
が
若
い
マ
ウ
ス
の
半

分
で
、
キ
ラ
ー
Ｔ
細
胞
内

の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
働

き
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

を
突
き
止
め
ま
し
た
。

　

高
齢
マ
ウ
ス
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ

を
投
与
す
る
と
ガ
ン
な
ど

を
攻
撃
す
る
キ
ラ
ー
Ｔ
細

胞
の
機
能
が
改
善
し
、
通

常
の
高
齢
マ
ウ
ス
で
は
効

果
が
な
い
ガ
ン
の
免
疫
療

落
ち
た
高
齢
マ
ウ
ス
を
比

較
。
高
齢
マ
ウ
ス
は
生
体

内
化
合
物
の
一
種
「
ス
ペ

ル
ミ
ジ
ン
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）」
の

法
が
効
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
機
能
改
善
の

仕
組
み
と
し
て
、
キ
ラ
ー

Ｔ
細
胞
内
の
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
に
含
ま
れ
る
代
謝
酵

素
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
直
接
結
び

付
い
て
活
性
化
さ
せ
て
い

る
こ
と
も
解
明
し
ま
し
た
。

科
学
ト
ピ
ッ
ク
ス

侵
略
。「
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
汚
い

爆
弾
の
使
用
を
計
画
し
て

い
る
』
と
一
方
的
に
主
張

し
た
」「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
調
査


